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文献紹介
平野信喜・高木俊一郎著
自閉症
—情緒遅滞児の視点から一一
本書は、平野信喜氏が「高木の胸をかり、全
章を執筆し、高木がその文章に手を加えたもの」
であり、末尾に掲載の別表1および2で明らか
なごとく、大阪教育大学高木研究室において長
らく共同研究を重ね、それらを 1973年から81
年にわたって各種学会や研究誌へ発表してきた
その成果を中心に編まれた大著である。
平野氏はまた、かって本学教育学科（心理学
専修）にも在籍、卒業されたOBであり、本学
科で「臨床心理学」の講義を非常勤担当された
こともある若き俊秀である。本書に格別の関心
と愛着を覚えページを繰ったのは、あながち筆
者だけではあるまい。
以下にその概要を紹介するとおり、本書は全
1章 ・343ページからなる浩論な一著である
が、学術的な内容を併せ、現場に働く臨床家や
教師にとって参考となる事例（とくに第 9• 1 
章）も豊富に添えられた好著である。
まず第 1章の「自閉症児」 （自閉症児の基準、
他の障害児との相違、自閉症児と精神薄弱児の
比較）では、小児自閉症研究の先駆者となった
カナー、アスペルガーによる自閉症児の概念と
基準をとりあげて検討しながら、他の障害児、
とくに精神遅滞児との比較をとおして、自閉症
児の特質を考察している。
つづく第2章の「実験による自閉症児の研究」
（自閉症児の知的能力の研究、自閉症児の情緒
・情動の研究）では、自閉症児にとって重要な
意味をもつ知的能力、情緒・情動に関する諸問
題へ実験的アプローチを行った結果について述
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べている。第3章「質問紙法による自閉症児の
発達プロフィール」 （発達をとらえる方法、 H
式アンケートの構成、健常児の発達プロフィー
Jレ、自閉症児・精神薄弱児の発達プロフィール）
においては、質問紙法により自閉症児の発達経
過を調査、分析した結果について報告している。
この第 2• 3章をとおして、著者たちは、自閉
症児に特有の知的、情緒的な遅滞があることを
見出している。
第4章の「知的発達の文献的研究」 （知能テ
スト、弁別学習、言語）では、自閉症児の知的
発達の特徴について、また第5章「情緒的発達
の文献的研究」 （受容、共感性、共同性）では、
遊戯療法の立場から自閉症児の情緒発達につい
て論じている。第6章「知能と情緒・情動のか
かわり」 （発達の法則性、発達段階をおしすす
めるもの、人間の知能と動物の知能、対人的調
節、言語と調節、対人的調節と感清、自閉症児
の症状と調節作用）においては、これまでの章を
とおして明らかになった知的行動と情緒・情動
との関係を、ピアジェの発達理論および比較行
動学の立場から考察し、自閉症児に特有な発達
的意味を解明しようとしている。
さて、第7章の「情緒遅滞児」 （情緒遅滞児
の定義、情緒障害としての自閉症児、精神病と
考えられてきた自閉症児、精神薄弱から精神遅
滞へのカテゴリーの変遷）では、従来の自閉症
児という呼び方およびその問題点を検討し直し
て、著者たちの提唱する「情緒遅滞児」 (emo-
tional retardation : ER)の意味を明らかにし
ている。本章は、著者の学説を世に問うている
最も重要な内容となっており、その所説によれ
ば、情緒遅滞児とは「その発生要因および経過
は種々であるが、いずれかの理由で．情緒発達
の遅れを示し、その結果、社会性、言語、知能
などの精神機能、ひいてはパーソナリティの発
達の遅滞および障害の状態をあらわしている幼
児・児童である」と定義される。
第8章「自閉症児の行動療法」 （行動療法の
長所、行動療法〔行動変容〕の実践報告、自閉
症児の行動療法の問題点）では、自閉症児との
かかわり方の問題と、その基礎としての行動療
法について説明し、第9章「われわれの治療教
育」 （生活準備行動の訓練、言語の訓練）にお
いては、著者たちの研究グループで実際に治療
教育の対象として扱った自閉症児の具体例につ
いて述べている。第10章「自閉症児の心を開か
せるもの」 （情緒・情操、人間の感情と動物の
感情、自閉症児における情緒・情操、症例にみ
る情緒・情操の獲得、われわれの治療例にみら
れた情緒・情操の出現）では、これまでの章す
べてをとおして考察してきた感情の問題、つま
り情緒・情操について内容全体の整理をしつつ、
その意義を明らかにし、それに基づいて如何に
すれば自閉症児の心を開かせることができるか
を論じている。
そして、最後の第11章「ある自閉症児の情緒
・情操獲得過程」 （こうちゃん、指導方法、愛
着行動としてのかかわり、同一性保持行動への
かかわり、母親からの回避、孤立行動、生活習
慣のかかわり、犬とのかかわり、罰の与え方、
情緒の獲得、情操の獲得、感覚・感受性の回復、
ことばの獲得、まとめ）では、著者の扱ったあ
る1人の自閉症児をとくに採り上げて、その子
が情緒・情操をよみがえらせるにいたった経過、
どのようにして自閉の壁をうち破り、人間らし
さに近づいていったかを、母親や近親者との交
流をとおして具体的に捉え直している。
小児自閉症の臨床治療に関する問題は、筆者
の専門からほど遠い分野にあるので、この際、
軽々に批評めいた言葉は差し控えなければなら
ないが、著者平野氏は一貫して、自閉症児の
「治療教育」をその医学的病因論に従属させる
のではなく、あくまで人間と人間とが出会い、
ぶつかり合う「教育」の営みのなかにその基本
が求められねばならないという点を、地道な臨
床心理学の事実の積み重ねによって証明しよう
としているように思う。各方面の関係者にぜひ
ー読を薦めたい、示唆に富む好著である。
（中島巖）
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